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箸お よ び ス プ ー ン使用時の 利 き手と非利 き手の 比較 と箸の トレ
ー

ニ ン グ効果

Relationship　between　Hand 　Dominance 　and 　Performance　in　Manipulating　Chopsticks　and

　　　　　　　　　　　 Spoon，　and 　Effect　of　Training　on 　Chopstick　Use
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　 The　difference　 was 　 studied 　between　 use 　 of 　the　dominant　hand　 and 　 non
−dominant　hand　in　the　transfer　time 　of 　 a

cotton　sample 　by　using　chopsticks 　and 　a　spoon ，　The　effect　of　training 　on　the　transfer　tirne　of　the　cotton　sample 　by
chopsticks 　in　the　dominant　hand　and 　non

−dominant　hand　was 　also 　examined ．　The 　transfer　times 　of　a　sample 　by
chopsticks 　and 　spoon 　were 　significantly　shorter　when 　held　in　the　dominant　hand　than　in　the　non −dominant　hand．
The 　transfer　time　of　a　sample 　in　the　deminant　hand　was 　significantly 　longer　by　spoQn 　than　by　chQpsticks ，　Howev −

er，　no 　significant 　difference　was 　apparent 　in　the　transfer　time　of　the　sample 　between　the　chopsticks 　and 　spoon 　in
the　non −dominant　hand ．　Training 　in　manipulating 　the　chopsticks 　significantly 　reduced 　the　transfer　time　of　a　sam −

ple　in　the　period　from　6　to　10　days　after 　starting 　the　training ．　and 　this　reduced 　transfer　time 　was 　maintained 　45
days　after 　the　cessation 　of　training，　These 　results 　suggest 　that　the　hand 　dominance　fQr　using 　chopsticks 　was 　rnore

prominent　than　that　for　spoon 　 use 　and 　that　training　for　chopstick 　 use 　was 　more 　effective 　for　the　non
−dolninant

hand，　with 　the　effect 　being　maintained 　for　a　long　period 　of　time．

キーワード ；箸 とス プーン chopsticks 　and 　 spoon ；利 き手 dominant　hand ；非利 き手

　　　　　 テ ラ リテ ィ　 laterality；技 能　skill ； トレ
ー

ニ ン グ効果　training 　effectsnon

−dominant　hand ：ラ

　 ヒ トの 上 肢 の 運 動 や 動 作 に は 利 き手 と非利 き手が 認 め ら

れ て い る
1刪 。日常生 活の 多 くの 場面 で も 目的 とす る 動作

を合理 的 に 行うた め，利 き手 と非利 き手 の 使 い 分けが み ら

れ る
6）

。 例えば，箸 や ス プ
ー

ン を使 うと き，字 を書 くと き，

鋏を使 うと きな ど，日常片手 で 行 う動作 は主 に 利き手が使

用 さ れ て い る
11315｝

。 さらに，運動や ス ポー
ツ の 場合 で も利

き手 と非利き手が明らか に み られ
1』5’

，各種 の ボ ー
ル を投

げて い る とき，お よび ラ ケ ッ トで ボ
ー

ル を打つ ときなどに

は 利 き手が 使 用 さ れ て い る
L819 ）

。こ れ らの 動作 や 運 動の 片

側 優 位 は 遺 伝 な どの 先 天 的 要 因 ま た は環 境 や 社 会に よ る後

天 的要因あ る い は その 双方が 考 え られ る が その 実体 は 明

らか に されて い ない
1”・n．6）

。

　一
方，思春期以降で は 利 き手が ほ ぼ 決定 されて お り

1ω
，

成人 で は 利き手 と非利き手 に機能的 に何 らか の 差が生 じて

い る もの と 考え ら れ る
3’4）

。日常生活 で も，食事 の 際 に箸

や ス プ
ー

ン ，ナ イ フ を使 っ て 食べ る こ と は よ く認 め られ て

い る
6〕
。しか し，箸 や ス プ ーン を使 う動作 に対 して利 き手

と 非利 き手 と の 問 に ど の 程度 の 差が ある か に つ い て は 不明

な点が 多い
6）。

　他方，日常生活や ス ポー
ッ 等に よ っ て起こ る捻挫，骨折，
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怪我，お よび 筋や 腱 等の 各種運 動機能 障害な ど に よ っ て 利

き手が 不 自由 な場合が しば しば 生 ず る。そ の 場合 に は すべ

て の 日常 の 動作 を非利 き手 で 行 うこ とが 多い 。した が っ て ，

非利 き手 に よ る上肢 の 作業能 や 調節能，また，非利 き手 に

よ る トレ
ー

ニ ン グ の 効果 と処方 を明確 に す る こ とは 生 活科

学や 食科学 の 立場 か ら だ けで な く，神経科学，人間工 学，

福祉や 介護の 立場からみ て も重要で ある 。 さらに，利き手

と非利 き手の 動作 に お け る機能的な差を明らか に す る こ と

も重要 で あ る
S・−14〕

。しか し，食 に 関 わ る箸 ス プ
ー

ン ，フ

ォ
ーク，ナ イ フ を操作 す る動作 に対 して 利 き手 と非 利 き手

との 間の 差や 用具 に よ る利 き手と非利 き手との 差 に つ い て

は明確 に され て い ない
。 こ れ ら の 問題を解明す る こ とは，

上 肢を用 い て 食事 の 用具を操作す る 運動 とその 制御系を理

解す る 上 で 不可欠で あ り，上肢 の 運動 に おける片側優位の

本態を明確 にす る上 で も重要 で あ る
8−14）

。

　そ こ で 本研 究 で は ，箸 と ス プ
ー

ン 使 用 時 の 利 き手 と 非利

き手 に よ る 脱脂綿 の 移動 に要す る時 間 を測 定す る こ と に よ

り，利 き手 と非利 き手の 差 を比較 ・検討 し た。併せ て 利 き

手と非利 き手に よ る ト レーニ ン グの 影響 も しらべ た。

実験方法

　箸 と ス プー
ン を用 い た と きの 利 き手 と非利き手 に よ る試

料の 移動所要時間 を測定す る こ と に よ っ て 利 き手 と非利 き

手の 差 を 比 較 ・検討 した 。また ，11 日間 に わ た る 利 き手

と非利 き手 の トレ ーニ ン グ効果 を しらべ る と共に，実験終

了後 45 日 目 に そ の 効果 が 保持 され て い る か 否 か を し らべ

た。
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箸お よび ス プ ーン 使用 時 の 利 き手 と非利 き手の 比 較 と箸の トレーニ ン グ効 果

1． 被験者

　箸 とス プ
ー

ン の 試料移動所要時間の 実験 に は，本研 究 に

賛 同 した健康な成人女性 16名 （21．0 ± 0．3 歳） を被験 者と

した。利 き手 は す べ て 右手 で あ っ た，被験 者 の 身長 は

158．0 ± 1、4　cm ，握力 は 利 き手が 27．3　±　1．4　kg，非利 き手が

24．8 ± 1．3kg で 有 意 差 が み ら れ （p＜ 0．01），手掌 面 積 は 両

手で 差 が な か っ た c トレーニ ン グ 効果の 実験 に は，健康 な

成人女性 10名 （20．0 ± 0．4 歳）を被験者 と した。利 き手 は

9 名が 右手，1 名が 左 手 で あ っ た。被 験 者 の 身長 は 162．0 ±

1、2cm 、握力 は 利 き手が 295± 0，9　kg，非 利 き手が 26．3 ±

0、8kg で 有意差 が み ら れ （p 〈 0，〔〕1），手掌 面 積 は 両 手 と も

に ほ ぼ 同 じで あ っ た。

　全被験者 に は 予 め 箸 とス プーン の 使用，鋏 の 操作お よ び

書 字 等 日常の 動作 で 優先す る 側 の 手 （＝利 き手）の あ る こ

と，また 利 き手 の 矯正 経験 が な い こ と を確認 した。被 験 者

の 握力，手掌 の 各部 位 の 長 さ．手掌面積 を常法
s19：

に した

が っ て 測 定 した。被験者に は本研究の 目的 お よ び 条件な ど

を 十分説明 し，予 め 同 意を得 た。

　本研究 は，ヒ トを対象 とす る 医 学研 究 の 倫 理 原 則 に基 づ

くヘ ル シ ン キ 宣言
15／

に 則 っ て 実施され た。

2．　試料お よび用具と方法

　 綿 球 （＃ 14 （直径 ＝14．3 ± 0．61nm ，重 量 一〇．19 ‡ O．3　g ），

長 谷 川綿業）30個を試料と して 用い た。 こ れ らの 試料 を 1

個 ず つ 351nm 角 に 仕切 ら れ た容器 （横 17．5　x 縦 21．0 × 深

さ 1．5cm ） に 入 れ，左右の 移動作業を行 っ た。箸 は木製の

把持部角型 （長 さ 22．6cm ，重量 18．Og ），ス プ
ー

ン は ス テ

ン レ ス 製 の デ ザートス プー
ン （長 さ 19．3cm ，重量 54．Og）

を用 い た。箸 と ス プー
ン に は握 る 位置が 判 る よ う に 2cm間

隔で 目盛 りをつ け た。

　 箸 ま た は ス プーン を用 い て試料 を移動 させ ，そ の 移動所

要時間 を測定 した。そ の 測 定を被験者 に 6 回 繰 り返す よ う

依頼 した。1 回あ た りの 測 定 間 隔 を 6 分 間 と し，利 き手 と

非利 き手の 測定順 序 を ラ ン ダ ム 化 した。

　次 に． ヒ記 の 測定 を 2 日に 1 度，11 日間 （6度）実施 し

た 後，45 日後 に そ の 効果が 保持 され て い る か 否 か を し ら

べ た。トレ ーニ ン グの 開始時に 用い る 手 は 利き手 と非利 き

手 を交互 と した。

　両実験 に 先立 ち，各被験 者 に は 試料の 移 動の 方法 お よ び

移動川頁序 に つ い て 説明 した。移動所要時間 の 測定は 箸また

は ス プー
ン が 試料に 触れ た 時点か ら最後の 試料 を 置 い た 時

点 まで と し，そ の 間 に 試料 に 触 れ て い な い 時間は 計時せ ず，

試料の 移 動に要 した 正味時間を測定 した 。各被験者 の 試料

の 移 動所要時間は．試料 1個 あた りの 移動所要時間に 30

を乗 じて試料 30個 あた りの 移動所要時 間 と した 。

3． 箸 お よび ス プ
ーン の 持ち方 の撮影

　各被験者 の 箸お よ び ス プー
ン の 持ち方をデ ジ タル カ メ ラ

（C700 型 ：01ympus）で 撮 影 した。

4． 統計解析

　 データは平均値 ± 標準誤差 で 表示 した 。 利き手 と非利 き

手の 平均値 の 差 の 検定 に は，対応 の あ る一
要因 ま た は 二 要

因 の 分 散分析 を用 い た 。 利 き手 と非利 き手 の トレーニ ン グ

効果 に つ い て は，併せ て BonferronifDunn の 方法を 用 い

た。p く 0．05 を有意差ありと した。

実験結果

1． 箸 とス プ
ー

ン 使用時 の 利 き 手 と非利 き手 の パ フ ォ
ー

　 マ ン ス の 差

　箸 と ス プー
ン を用い た と きの 試料 の 移動所要時間 を利 き

手 と非利 き手 で 比較 した結果 を Fig．1に 示す。箸を用 い た

と きの 試料 の 移動所要時間 （Fig，1 ・A ） は 利 き手よ り非

利 き手 が 1．66倍 と有意 に 大 きく、明 ら か に 片側優位 の 現

象 が み ら れ た。ス プ ーン を用 い た と きの 値 （Fig，1 ・B ）

は 非利 き手 が 利 き 手の 1．22倍 と有意 に 大 きく，片側優位

の 現象 が み られ た。しか し，そ の 程度は 箸 と ス プー
ン で は

明 らか に 異 な っ て い た。

　つ ぎに，利 き手 と非利 き手の 試料 の 移動所要時間 を箸と

ス プ
ー

ン で比較 した。利 き手 で は ス プー
ン が箸よ り約 1．43

倍 と有意 に 時 間 が 掛 か っ た （Fig．2 ・A ） が，非利 き手 で

は 箸 と ス プ ーン と の 間 に 差 が な く （Fig．2 ・B ），明 ら か に

　 　 　 　 　 （A ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 （B）

Domlnant
　 hand

Non．dominant
　 hand

0

．66＞

（1．00）

禦寧

（1、22）

60　　　　　　120　　0　　　　　　　60

Transfer　time 　 of 　samp ｝e （sec ）

120

Fig．1　 Transfer　tirnes　of　sarnple 　in　the　dorninant　hand 　and 　non −

　 　 　dominant　hand 　obtained 　by　using 　chopsticks （A ）and 　spoon

　 　 　 CB），
VaLues ： Means ± SE （n ＝16）．　 Values 　 in　 the 　dominant 　hand 　 are

shown 　in　parentheses 　as　relative 　 ratio ．’t ： p ＜ 0．Ol（vs ．　dominant
hand ）、

Ch〔〕psticks

Spoon

〔A ）

0

〔B）

60　　　 　 120　 0　 　　　 　 60

Transfer　time 　 of　sampie 〔sec ）

120

Fig．2　Transfer　times　of　sample 　in　the　dominant　hand （A ）and

　　　non −dominant 　hand （B ）obtained 　by　using 　chopsticks

　 　 　 and 　spoon ．
Values： Means ± SE 〔n ＝16）．Values　in　chopsticks 　are　shown 　in

parentheses 　as 　relative 　ratio ．騨：P ＜D．01（vs ．　chopsticks ）．
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利 き手の それ と大 きく異な っ て い た 。

　 図 に は示 さない が，被験者が箸 お よ びス プーン を用 い て

実験 を行 っ たとき，試料を落 と した 回数 をみ た。そ の結果，

箸 の 場合 に は 利 き手 で 16 回，非 利 き 手で 98 回で あっ た。

こ れは全試行数 の そ れ ぞ れ 0．6％，3，4％ に 相当 し，利 き手

よ り非 利 き手 が 約 5．7 倍 試料 を 落 とす頻度が 高か っ た 。

　 ス プーン の 場 合 に は，利 き手で 169 回，非利 き手 で 199

回み られ た 。 こ れ は 全試行数 の それぞれ 59％，6．9％ に相

当 し，片側優位 は み られなか っ た 。 したが っ て，箸で は試

料を落 とす頻度 に も片側優位があ る の に対 し，ス プーン で

は認 め られ なか っ た。また，試料を落 とす割合は 利 き手で

は箸 よ り ス プ ーン が 10．6 倍と著 し く高 い の に 対 し，非利

き手 で は 箸 よ りス プーン が 約 2．0 倍 で あ っ た e

　次 に ，箸の 持 ち 方 を利き手 と非利 き手 で 比較 した 。 箸 の

標準的な持ち方
16）

は，利 き手 で は 全被験者 16名の うち 14

人 （87．5％ ），非利 き手で は 3 人 （188％）で あ り，利 き手

が 非利 き手 の 4．7倍 と著 し く高 か っ た。と こ ろ が，平行型

（ス プ
ー

ン 箸） の 持ち方
17〕

は，利 き手 で 2 人 （12．5），非利

き手 で 13人 （81，3％）で あり，非利 き手が 利 き手の 6，5 倍

と著 し く高 か っ た。

　
一

方，ス プー
ン の 持 ち 方 は利 き手 と非利 き手で 大 きな差

違はみ られなか っ た。

2． 箸使用時の 利き手と非利 き手の トレーニ ン グ効果

　箸を用 い た試料の 移動所要時間か らみ た利 き手と非利き

手の ト レ
ー

ニ ン グ 効果 の デ
ー

タ を Fig，3 に示す。こ の 値 は

トレ
ー

ニ ン グ 期間の 進行 に 伴 っ て 利 き手 と非利 き手 と もに

短縮 した が ，こ の 移動所要時間 の 短縮 の 程度 は 利 き手 よ り

非利 き手で 明 ら か に 大 きか っ た 。因 み に，こ の 値 は 利 き手

で は 10 日 目，55 日 目で 0 日 目の そ れ ぞ れ 088倍，0．87倍

で 有意 に短縮 した。そ れ に 対 し，非利き手で は すで に 6 日

100

6
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℃
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囓

莓 60e50
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方
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　 　 　 Duration　of　training（days）

’1d

Fig．3　Changes　 Qf　the　transfer　time　of 　sample 　during

　 　 　 the　training　by　chopsticks 　use ．
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Fig．4　Changes　of △ time （＝difference　of 　transfer 　time

　 　 　 of　samp 且e　between 　O　day　and 　each 　training 　day）

　 　 　 during　the 　training 　by　chopsticks 　use ．
Values ：Means ± SE （n＝10）．○ ：Dominant 　hand 　 and ● l

Nordominant　hand．
，

： p く0．05（vs ．　dominant 　hand ）、†：p＜0．05，††：p ＜0．Ol　and
†††：pく0．001（vs．　training　O　day），

目か ら有意 に 短縮 し，その 値 は 0 日 目の 0．85倍，8 日 目で

0．83倍，10 日 目で 0．80倍，55 日 目で O．77倍 と著 し く短縮

した。

　 また，全 トレー
ニ ン グ期間 における非利 き手の 試料 の 移

動所要時間は 利 き手 の 各値 に比べ て 1．26− 1．37倍有意 に 遅

か っ た。

　次に，トレーニ ン グ期 間 中 に利 き手 と非利 き手の 試料 の

移 動所要時間が どの よ うに 変化す る か を解析す る た め，0
日 目の 値と各 トレーニ ン グ 日の 値 との 差 を トレ

ー
ニ ン グ期

間に対 して プ ロ ッ トした 。 その 結果 は Fig．　4 に 示す よ うに

利 き手 と非利 き手 と も 4 日 目まで は ほ ぼ 同様 に短縮 し た

が，6 日 目以降 で は利き手で は ほ とん ど変化し な か っ た。

そ れ に対 し，非利 き手で は 6 日 目以 降 で 明 らか に 漸減す る

傾 向が み ら れ，55 日 目で 最 も低 か っ た。因み に ，非利 き

手の 0 日目との 時間の 差 は 6 日目で
一12．9秒 8 日目で

一

15．0秒，10 日目で
一17、7 秒 55 日 目で

一20．1秒 と著 し く

低 か っ た 。 また，0 日 目の 値 と の 差 は ，利 き手で は 一6．6秒，

非利 き手 で は 一129秒 で ，非利 き手が 利 き手 よ り約 2．0倍

大 きか っ た。こ れ と ほ ぼ 同様 の 傾向 は 8 日 目，10 日 目，

55 日 目で もみ られ た。

考　 　察

　本研究 の 第
一

の 目的は ，箸とス プーン を用 い て 利 き手 と

非利 き手 で試料の 移 動時間が ど の よ うに 異な るか を明確 に

す る こ とである。第二 の 目的 は箸 を 用い て 試料 の 移動時間

が トレー
ニ ン グ を行 な っ た と き利 き手 と非利 き手 と で どの

ような変化が あ る か を 明確 に す る こ とで あ る。

　本研 究 を遂行す る た め に 不可欠な被験者 の 選定基準 は，

1）同性で あ る こ と，2）ほ ぼ 同年齢で あ る こ と，3）ほ ぼ体
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格が 揃 っ て い る こ と，4）通 常利 き手で食事を とる こ と，5）

食事 以 外 の 運動 や 動作 で も利 き手 と 非利 き手 が 明瞭 な こ

と．で あ る 。 本研究で は予備調査 に よ っ て こ れらの 選定基

準を満たした被験者 の み を選 ん だ。

　また，綿球 を用い た 理由 は，1）形状 と重量が均
一一で あ

る こ と，2）同
一

の 試料が 得 られ る こ と，3）実験 中 に 疲労

しに くい こ と，4）箸 と ス プ ーン で 操 作 が し や す い こ と，

な ど で ある 。

1， 箸 とス プ
ーン使用時 の 利 き手 と非利き手 の パ フ ォ

ー

　 マ ンス の 差

　本研究 で 明確 に なっ た こ と は，1）箸を用 い た と きの 試

料 の 移動時 間 は 非 利 き手 が 利 き手 の 約 1．7 倍 と有意 に 長

く，片 側 優 位 が み ら れ る こ と （Fig，1 ・A），2）ス プーン

で の 試料 の 移 動時間 も箸の 結果 と 同様 に 非利 き手 が 利 き 手

の 約 L2 倍で 片側優位 が み られ る （Fig，1 ・B ）が ，その 程

度 は箸 の 片側優位 の 方が ス プ ー
ン の それ よ り大 きい こ と，

3）利 き手の 試料 の 移動時間を箸 と ス プー
ン で 比較す る と

箸の 場合 は ス プーン の o，70倍 で あ る （Fig．2 ・A ） の に 対

して ，非利 き手の 試料の 移動時間 は箸とス プーン で 大差 な

い こ と （Fig．2 ・B ） で あ る。

　 こ れ らの 結果 よ り利 き手の 場合，箸 の 動作 は極 め て 迅速

で しか も正確 で あるの に 対 し，ス プ
ー

ン の 動作は比較的緩

慢 で あ る こ と．また非利 き手 の 場合．箸 と ス プ
ー

ン の 試料

の 移動時 間 に有意 な差 が な い こ とか ら，非利 き手で の操作

に は 食器 具 に 特 異 的 な 運 動 制 御 系 が 十 分 作 動 して い な い こ

とが 示唆され る。ま た，箸の ように 食事の 対象物 を挟 む 動

作 と ス プー
ン の よ うに 対象物 を掬 い 上 げる 動作で は利 き手

で 著 し い 差 が 現 わ れ （Fig．2 ・A ），非利 き手 で ほ と ん ど差

がみ られない （Fig．2 ・B） こ と は，運動の skillを変動 さ

せ る 要因が ある こ と を示唆 して い る 。 こ の 要因 は，後述す

る ように，skillを制御 して い る大脳 にお ける 運動プロ グ ラ

ミ ン グ系 とそ の フ ィ
ードバ ッ ク系 の 過程 で あ る可 能性 が 高

　 10−L2，
い 　　　o

　箸の 動作 の 場合，利 き手で は試料 を落 とす回数 も非利 き

手 の そ れ の 約 18％ と著 し く少 な か っ た。こ の こ と は 日 常

の 箸の 利 き手 に よ る動作 で は 対象物 を正確 に挟 ん で い る 運

動系 の 神経筋協応能の 調節が十分学習され て い る こ とが 推

定 され る 。 そ れ に 対 し，ス プー
ン の 動作 で は 利 き手 で も非

利 き手で も試料 を落とす 回 数 に大差 が な く，い ずれ も箸を

用 い た ときの 試料 を落 とす 回 数 に比べ て 明 らか に 高 く，特

に 利 き手 で は 10．6　W と著 明 に 高 い 。こ の こ と か ら，利 き

手 で は 対象物 を挟 む 場 合 と掬 い 上 げ る場 合 の 運 動 制 御 系 は

大 き く異 な っ て い る 可 能 性 が 高い 。そ れ に 対 し，非利 き手

で は箸 と ス プー
ン と もに十分な運動制御系が作動 して い な

い 可 能性 が 高 い こ とか ら，両 者間 に大 きな差が み られ な い

もの と推定で きる。

　以 上 よ り，箸で 挟 む動作は 片側 優位 が 大 き く，利き手 の

神経 筋 協 応 能 が 著 し く高 ま っ た 運 動制御様式 を も っ て い る

と考え られ る
L31
．一

方，本研 究 に お い て非利 き手 の 場合 に

はパ フ ォ
ーマ ン ス ，す な わ ち 試料の 移 動時間が 利 き手よ り

約 1．7 倍長 い だ けで な く，確実 に 挟 む こ とが 困難で あ る こ

と を示 した 。 したが っ て ．非利き手を用 い た 箸の 動作 は 上

肢 の 神経系の 制御が 十分 に作動 しな い た め と推定され

る
allc2

． 箸 使 用 時 に お け る利 き 手 と 非 利 き 手の トレ ーニ ン グ

　効果

　非利 き手 で 箸 の 動作 ト レーニ ン グ を繰 り返 し行なう と，

利き手 の パ フ ォ
ー

マ ン ス に よ り近づ くか否 か は 運動制御の

立場か らみ て きわ め て 重要 で あり，投動作 を繰 り返す と フ

ィ
ードバ ッ ク系の 運 動学習が 成立 し，非利 き手の 投動作 の

パ フ ォ
ーマ ン ス が 利 き手 の そ れ に 近 づ くこ とが 報 告 され て

い る
6．s）。

　本研究 で は 非利 き手 で 箸 の 動作の トレ
ーニ ン グ を 2 日に

1 度行う と試料 の 移動時間が 6 日 目か ら有意 に 短縮 し，そ

の 後次第 に短縮す る こ と を示 した （Figs．3，4）。 また．10

日 目の トレーニ ン グ を終 了 した 後，非利 き手で 箸の 動作 を

行わずに 45 日 を経過 して もそ の 移動時間 は 10 日 目よ り さ

らに 短 縮 して い た （Figs．3，4）。こ れ ら の 結果か ら，非利

き手で も箸 の 動作 を繰 り返 し行 うと運動 プ ロ グ ラ ミ ン グ を

司 る大脳で の 情報処理機能が働 くと共 に動作 の 繰 り返 しに

よる フ ィ
ー

ドバ ッ ク 系 の 運 動学習 が 成立 して 試料の 移動時

間が 短縮 した もの と推定で きる
1　“・3，　14・　］61　17・）。

　
一

方，ボー
ル を投 げ る と き の 利 き手側 で は トレ

ー
ニ ン グ

を 繰 り返 して も非利 き手の 投動作 に 転移作用 （Transfer＞

が ほ とん ど認 め られ ず，利 き手 と非利き手 の 神経 ・筋協応

能 は 相 互 に 独 立 し て い る 可 能性 が 指摘 さ れ て い る
8』
％ ま

た，利き手投げに よ る投 の 経験 が 非利き手側 とは 無関 係 に

利 き手側 の み に 強 く反映 し て い る こ とも報告 さ れ て い

る
8．9．。も し箸 の 場合で も上肢 を使う投動作と類似 した 利

き手 と非利 き手 の 運 動制御様式が あ る とす れ ば 非利 き手

の 試料 の 移 動時間が 利 き手の そ れ に 接 近 す る た め に は，非

利 き手 に よ る 箸 の 動作 を繰 り返 して 行う トレ
ー

ニ ン グ が 不

可欠で あ る と考 え られ る
S〕
。

　本研究で 示 したように，非利 き手 に よ る箸 の動作を繰 り

返 し行 うと トレーニ ン グ 開始 6 日 目で すで に試料の 移 動 時

間が 有意 に短縮 し，そ の 後 も明 らか に短 縮 した （Figs．3，4）。

こ の よ うな 現象は利 き手で は大きな 変化が 認 め られ ない こ

と か ら，箸を用 い た トレ
ー

ニ ン グ は非利き手 の 動作 を利 き

手 の 動作 に 近 づ け る 可 能 性が 高 い こ と，また，10 日 目で

トレ ーニ ン グ を 中止 し，開 始 後 55 日 目 に 同 じ動作 を 行う

と 試料 の 移動時間 が 短縮 した 状態 を保持 して い た こ とか

ら，こ の 動作 は運動学習が成立 して い る こ とを示唆する 。

こ れ ら の 点は 本研究 で 得 られ た重 要な知見で あ ろ う。

　以 上 の 考察 よ り，箸 を用 い た非利 き手 の ト レ
ー

ニ ン グ を

繰 り返す こ と に よ っ て 利 き手 の パ フ ォ
ーマ ン ス や skillに

移行す る 可 能性が 高 い が，こ の 推定 に対 す る実 証 は 今後の
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研究に 待 た な けれ ば な らな い 。

要　　約

　箸 と ス プー
ン の 動作 に 利 き手 と非利き手 の 差 が あ る の か

否 か，あ る とす れ ば どの 程度か ，さ ら に，トレ
ー

ニ ン グ 効

果 が あ る か 否 か を明確 に す る た め ，健康な女性 を被験者 と

して，利 き手 と非利 き手 で 箸お よ びス プーン を用い て試料

30個 を移動 す る 作業 を 6 回 繰 り返 し，そ の 所要時間を測

定 ・
解析 した。ま た，箸を用 い て こ の 作業を 2 日 に 1 回，

11 日 間行 な っ た。さ らに そ の 45 日後の トレ
ーニ ン グ効果

を し らべ た 。 その 結果，以 下の 知見 を得 た。

1） 箸 とス プーン の 移動時間 は非利 き手が 利 き手の そ れ ぞ

れ 1．66倍，1．22倍 と 有意 に 高か っ た 。 利 き手 に 対す る 非

利 き手の 移 動 時 間 の 比 は 箸 が ス プーン の 1．36倍 と有意 に

高 か っ た。ま た，利 き手 で は ス プーン の 移動時間が 箸 の 値

の L43倍 と有意 に低 か っ た が，非利 き手で は箸 と ス プー

ン の 移動時 間 の 間 に差が み ら れ なか っ た。

2） 箸を用 い て 利 き手 と非 利 き手 の トレーニ ン グ を繰 り返

す と非利き手 に お け る試料 の 移動時間 は 6 日 目以 降 で 有 意

に低 下 し，そ れ 以降で も次第 に 低 下 した 。 ま た，45 日 後

の 非利 き手 に お け る 試料 の 移動時 間 は トレ
ー

ニ ン グ 10 日

目の 値よ りさ らに低値 を示 した。

　以 上 の 結 果 は，箸で 挟む動作 に は ス プ
ー

ン で 掬う動作 に

比 べ て 明 ら か に 片側 優位の 程度が大きい こ と，箸の 動作 で

は特 に 利き手の 神経筋協応 能が 非利き手に 比 べ て 著 し く高

ま っ て い る こ と を示唆す る。ま た，箸 を使 っ て 非 利 き手 で

トレ
ー

ニ ン グ を 繰 り返 す と約 1週 間で 有意 に 効果が 認 め ら

れ，そ の 効果 は トレ
ー

ニ ン グに よっ て 運動学習が高まる こ

と，さ らに トレーニ ン グ を中止 して 45 日 に 改め て 運動 を

行 っ て もそ の効果が 持続す る こ とから，運動学習が保持 さ

れ る こ とが 示 唆 され た。

　本研究 を推 進 す る に 際 し，上 越 教 育 大 学 の 小 林 茂 夫 ，宮

下 理 英子，若林 ち ひ ろ の 各氏 に は種 々 御 協 力 ・御 助 力 を仰

ぎました 。 また，実験 に快 く御協力をい た だ い た 被験者の

皆様 に深 く謝意を表 します 。
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